
 

 

 

 

 

  

仲間と体験を分かち合うこと 

【八ヶ岳移動教室】                                     校長 向井 美紀 

 6月 5日から 3日間、6年生は八ヶ岳移動教室に

行って参りました。残念ながら、お休みの子供たちもお

りましたが、子供たちにとって、貴重な、思い出に残る

体験ができました。 

 多摩市も緑が豊かで広々とした地域ですが、八ヶ岳

の自然の中で、澄んだ空気を吸いながら、さまざまな

活動をすることができました。特に、野外での美し森ハ

イキングや樹木の伐採、森林遊びは普段できない森の

中で、初夏の爽やかな風を感じながら、全身を動かし、

自然と触れ合うことができました。 

多摩市少年自然の家に泊まるのはスキー教室に続いて 2回目なので、もっと「自立・自律」を自

覚した行動をしようとする人たちがたくさんいました。係や班行動について、指示がなくても動こう

とする人、周りの様子を見て気付く人が増えたのは、集団生活の課題を自分なりに改善しようとし

た気持からではないでしょうか。 

 そのような子供たちの気持ちの高まりが夜のキャンプファイヤーで現れました。この数年間、天候

に左右されない室内でのキャンドルファイヤーが多かったのですが、外でのキャンプファイヤーは

また格別でした。小雨予報にもかかわらず、天気ももち、火を囲んで、歌ったり、踊ったり、ゲーム

をしたりして盛り上がりました。レク係の場を盛り上げようとする気持ちが、仲間に伝わり、全員の

心に火を灯した素晴らしいキャンプファイヤーでした。森の中での火を見つめ、厳かな気持ちにな

ったひと時もあり、自分自身の気持ちを見つめ、友だちに想いを寄せる時間になりました。 

 3日間の宿泊学習を経て、学校では、より成長し、たくましくなった 6年生の姿が見られます。す

てきな 6年生を下学年が憧れをもって見ています。これからもリーダーとして永山小を支えてほ

しいと思います。 

【地域連携】 

 本校西側の梅の木に実がなり始めました。毎年、地域の方々

の協力を得て、3年生が収穫作業を行っております。この活動

も学校運営協議会（学運協）の地域学校協働活動推進委員の

太田さんに依頼して行っている地域連携事業の一つです。 

今年は、思ったより梅の実の実りが少なかったのですが、梅

ジュースにして、お手伝いしてくださった地域の方に振る舞う

のを子供たちは楽しみにしております。 

夏休みには、地域未来塾、ラジオ体操、青少協の花火などの

体験事業があります。今後も学校と地域が連携して、子供たちが仲間と楽しく体験できる場を考

えていきたいです。 
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７月 生活目標  「すすんでしよう！仕事や清掃」 
お世話になった教室や学習道具を、感謝の気持ちを込めてきれいにしよう。 
 

 
 

 

 

 

夏のラジオ体操について 

期間 7／22（月）から 7／31（水）までの間と

8／19（月）から 8／29（木）までの期間です。 

（ただし、8月 1日から 18日までの期間と土日

祝日は実施しません。ご注意ください。） 

時間 ６時半から（雨天中止） 

場所 永山小学校校庭 

☆健康増進、地域の方との繋がりを深めること

を目的としています。 

担当：副校長 木村 伸之 

 

夏休み体験事業のお知らせ 

青少協主催の「花火大会」を開催します。ここ２年連続

で実施している地域行事です。今年も小学校の校庭で、

以下の通りに実施します。 

 

日時：８月２９日（木）夕方から 

場所：永山小学校校庭 

詳細は、今後配付されるチラシを参照してください。 

担当：副校長 木村 伸之 

お金の管理について 

 長期休業中はお祭り等の行事でお金をもって買

い物すること等、使用の機会が増えます。 

その管理や使い方についてより適切に扱うこと

が求められます。 

本校では、友人間で「おごる」「おごられる」「貸

す」「借りる」のような行為は禁止しています。 

お金のことが元になって、様々なトラブルに発展

しないように、家庭でもその都度、確認をお願いし

ます。              担当：副校長 木村 伸之 

 


